
お客様から一言

運用アラカルト

ハザードトーク導⼊事例

ハザードトーク 906M

⾸都⾼メンテナンス⻄東京株式会社 様

ご利用機能 災害用無線機

⼤規模地震など災害時、道路の安全確認のための点
検や構造物復旧を⾏う現場と対策本部をつなぐ通信
⼿段として、ハザードトークを利用します。

無線や写真動画共有などマルチな機能が、首都圏の
⼤動脈である首都⾼速道路の安全安⼼を⽀えてくれ
ます。

緊急災害情報
受信サービス

外線発信
050プライム

写真動画共有
システム

首都⾼メンテナンス⻄東京株式会社は、首都⾼グループの
一員として2007年4⽉に設⽴され、首都圏のひと・まち・
くらしを結ぶ安全で円滑な首都⾼速道路ネットワークの
維持修繕業務を⾏っています。

道路利用のお客様や沿道の住⺠の⽅の⽣活環境に配慮をし
つつ、⾞が安全に⾛⾏できる道路環境を提供することで、
豊かで快適な社会創造へ貢献することを目指しています。

http://www.shutoko-mw.jp/

お問合せはこちらへ www.telenet.co.jp0120-266-860

⾼速道路のメンテナンスに適した無線機
遮蔽空間の多い作業環境でも会話が繋がるから

災害時通信⼿段のハザードトーク

ハザードトーク
906M

企画技術部 技術課
課⻑ 鈴⽊克彦様

無線機能は、⾼所作業⾞上で作業する作業員と監視員と
の連絡や隊列を組んで⾼速道路上を⾛⾏する作業⾞両の
⾞線変更時の合図に使用しています。
また、写真動画共有機能は、⼤規模な交通事故や災害発
⽣時に、現場と事務所で画像情報を共有できるメリット
があります。

ハザードトーク906M
⾼所作業⾞上の作業員と監視員との
連絡にハザードトークを使用 実際のハザードトーク運用風景

最初は他社の中継局を利用した無線を使用していましたが、トンネルや橋梁内部
などでは通話が遮断する難点がありました。

ハザードトークは⾳声をパケット変換しデータとして送信するため通話が途切れ
るようなことはありません。
道路構造物のメンテナンス作業に⽀障が出ない、業務の効率アップに適した
無線機と分かり社内への配備を決めました。

国際的なイベントを⽀える首都⾼速道路

企業【法人】プロフィール今後のご利用計画


